
次回９月定例会予定

傍聴にお越しの際は

○開　　会  ８月26日(火)午前10時～

○一般質問  ９月 ３日(水) ～９月５日(金)

○最 終 日  ９月18日(木)午前10時～　討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟２階の議会事務局で

　申込書をご記入ください。

　ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て
く

る
。
西
小
学
校
の
桜
も
、
新

緑
に
色
付
き
子
ど
も
た
ち
の

良
い
木
陰
に
な
っ
て
い
る
。

色
々
な
事
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
の
世
界
で
、
市
議

会
だ
よ
り
も
、
市
民
が
手
に

取
っ
て
読
み
た
く
な
る
広
報

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
編
集
委
員
長
と
し
て
広
報

の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え
た

い
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長 

小
澤
悟
）

議会だより編集委員【委員長】　小澤悟　【副委員長】　栗林陽一
　　　　　　　　　  【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　植松悠一郎　大和幸久
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議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも見ることができます

表紙写真｜

子どもが覗くおおまち

画像提供者：小澤編集委員（右）
　　　　　　植松編集委員（左上）
　　　　　　太田編集委員（左下）

表紙の写真を募集します！

特集　大町市議会新体制 …………2 ～ 4 ページ
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令和７年８月１日発行

６月定例会号 2
0

2
5

.８
　

N
o

.1
9

9
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新社会人のみなさん
❶ 将来の夢
❷ 初任給の使い道
❸ 大町の好きなところ

議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は新社会人のみなさんにインタビューしました。

❶地域の方に信頼される行員になりたい。将来は海外
に進出する企業の支援等、国際関連の仕事をしてみ
たいです。
❷両親を旅行につれていって、恩返しをしたいと思い

ます。
❸先日、青木湖のao LAKESIDE 

CAFEに行きました。カフェ
から見る湖と山が美しかった
です。登山にもチャレンジし
てみたいです。

八十二銀行　大町支店

田村　果歩 さん
た  むら　　   か   ほ

❶土木施工管理士一級を取得し、大規模な工事の責任
者になりたいです。
❷好きなブランドの靴を買った

り、祖父母へのプレゼントを
買ったりしました。
❸一番は、山がきれいな事。次

に白馬が近くて、趣味のス
ノーボードが楽しめること。

金森建設株式会社

宮田　桜太朗 さん
みや  た　　  さく た  ろう

❶工場の現場で働くこと。今現場で働いて夢が叶っ
たが現場の厳しさを知りました。新しい夢として
一人でもっと仕事をできるようになりたいです。
❷一人暮らしをするために貯金をしています。

❸景色が良い所。特に少し雪
が残っている北アルプス。

なかむら　  なつ み

株式会社レゾナック・グラファイト・ジャパン
大町事業所

中村　夏実 さん

❶薬剤師になったがまだまだ経験が少ない。より一層
勉強をして一人前の薬剤師になりたいです。
❷貯金と、家族で食事をしました。
❸東京の大学に入学したが、下宿先は大きな通りに面

していて、一日中音がうるさ
かった。大町市は夜も静かで生
活がしやすいところ。

おおつか　    こ　ゆ　き

大北保険薬局事業協同組合
れんげ薬局

大塚　幸夢希 さん



議
会
の
一
番
の
課
題
は

何
で
し
ょ
う
か
？

傳
刀
議
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会

の
活
動
が
う
ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。

山
本
副
議
長
　
市
政
に
対
し
、
よ
り

政
策
提
言
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
言
わ
れ
た
課
題
を

ど
う
改
革
し
ま
す
か
？

傳
刀
議
長
　
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
改

革
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
議
会
だ
よ
り
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
や
、
分
か
り
易
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
、
少
し
ず
つ

改
革
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
本
副
議
長
　
各
委
員
会
が
独
自
に

調
査
し
、
委
員
会
で
提
言
す
る
な
ど

し
て
最
終
的
に
政
策
評
価
、
総
合
計

画
に
対
す
る
提
言
に
し
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を

改
革
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
か
？

中
牧
議
会
運
営
員
長
　
議
会
運
営
委

員
長
と
す
れ
ば
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
え
ば
、
読
ま
な
い
で

見
る
だ
け
で
わ
か
る
議
会
な
ど
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
と
り
い
れ
て
で

も
、
改
革
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
村
情
報
化
推
進
特
別
委
員
長
　
議

長
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
議
会
の
発
信
を
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
私
た

ち
の
委
員
会
と
し
て
も
、
議
会
・
市

政
へ
の
興
味
の
薄
い
若
者
た
ち
に
も

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

長
期
的
に
効
果
の
あ
る
改
革
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
大
町
に
対
す
る

思
い
は
？

傳
刀
議
長
　
議
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
の
代
表
者
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
議
員
個
々
の
立
場
を
お
互
い
尊
重

し
あ
っ
て
チ
ー
ム
大
町
を
作
り
た
い
。

山
本
副
議
長
　
議
員
16
名
そ
れ
ぞ
れ

が
切
磋
琢
磨
し
て
、
よ
り
よ
い
市
政

に
向
け
て
、
チ
ー
ム
大
町
と
し
て
議

会
全
体
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る

よ
う
取
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

小
澤
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長

今
回
の
お
話
を
通
じ
て
、
議
会

の
姿
を
よ
り
多
く
の
方
に
届
け

た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま

し
た
。
古
い
物
を
見
た
け
れ
ば

議
会
に
行
け
と
い
う
風
刺
が
あ

り
ま
す
。
世
界
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
る
中
、
も
ち
ろ
ん
市
議
会
も

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

残
さ
れ
た
任
期
で
改
革
を
編
集

委
員
皆
さ
ん
と
や
り
と
げ
ま
す
。

　
５
月
８
日
、
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
正
副
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
正
副
議
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
新
体
制
と
な
っ
た
大
町
市
議
会
の
舵
を
ど
う
と
る

か
、
議
会
運
営
委
員
長
と
情
報
化
推
進
特
別
委
員
会

委
員
長
と
と
も
に
、
市
議
会
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山本みゆき
大町市議会副議長

料理研究家。
犬と泊まれる宿を経営。

中牧　盛登
議会運営委員長

議員歴は30年。
趣味は旅行。

中村　直人
情報化推進特別委員長

議員は２期目。
趣味は文芸、歌。

傳刀　健
大町市議会議長

行政書士の資格を持ち
３児の父。

家では猫が癒し。

無会派
太田　昭司

市民の皆さんのお声や
思いをたくさんお聞か
せいただきたいです。

峻嶺会
一本木　秀章

己を責めて、人を責め
るな。及ばざるは、過
ぎたるより勝れり

無所属クラブ
植松　悠一郎

議会や市政に興味が
ない層へアプローチ
していきたいです。

政友クラブ
中村　直人

まちで「読んだよ！」と
声をかけてもらえる紙
面をつくりたいです。

社会文教委員長 
政友クラブ

大竹　真千子
読みたくなる内容を、
見やすく、読みやすい
形でお届けします！

総務産業委員長 
無所属クラブ
大和　幸久

「議会だより」は「市民
の知る権利を保障する
民主主義の原点」を、肝
に銘じて取り組みます

委員長
市民クラブ
小澤　悟

手に取って読んでい
ただけるよう少しず
つ改革します！

副委員長
日本共産党大町市議団
栗林　陽一

今まで以上に読んで
もらえる紙面づくり
をしていきたい。

議会だより編集委員の抱負

特集

大
町
市
議
会
新
体
制

　新
正
副
議
長
に
聞
く

議
会
の
今
を
伝
え
た
い
！
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
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Ｑ
　
一
昨
年
か
ら
続
く
一
連
の
不
祥
事

の
多
発
を
受
け
て
、
市
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
係
を
設
置
し
た
が
、
ま
た
も
不

祥
事
が
発
生
し
た
。
ど
う
考
え
る
か
。

　
Ａ
　
職
員
が
入
札
妨
害
の
容
疑
で
逮

捕
さ
れ
た
こ
と
を
重
く
受
け
と
め
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　
Ｑ
　
事
件
発
生
の
原
因
が
納
得
で
き
な

い
。
３
年
に
わ
た
る
不
祥
事
の
連
続
は
、

極
め
て
異
常
事
態
で
あ
る
。
と
っ
て
つ
け

た
よ
う
な
対
応
策
で
は
、
簡
単
に
は
収
ま

ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
Ａ
　
こ
れ
ま
で
不
祥
事
の
度
、
訓
令
を

発
出
し
、
法
令
順
守
を
指
示
し
た
。
風
通

し
の
良
い
職
場
づ
く
り
を
お
願
い
し
て
き

た
。
本
年
度
は
行
政
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
推
進
係
を
設
置
し
、
基
本
方
針
の

作
成
に
取
り
組
む
最
中
、
事
件
が
起
き
た
。

信
頼
回
復
は
容
易
で
は
な
い
。

　
Ｑ
　
牛
越
市
長
に
な
っ
た
当
時
か
ら
職

場
の
風
土
が
少
し
ず
つ
変
わ
り
、
現
在
の

大
町
市
役
所
特
有
の
風
土
に
な
っ
た
と
思

う
。
一
連
の
不
祥
事
は
、
こ
の
風
土
に
原

因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
組
織
風
土
は
組
織
の
雰
囲
気
や
価

値
観
な
ど
、
知
ら
ず
の
う
ち
に
培
わ
れ
る

も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
近
年
職
員
対
話

の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足

し
て
い
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
職
場
の

心
理
的
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
い
状
況
へ

変
化
し
て
き
た
と
思
う
。
そ
の
た
め
自
由

な
話
が
で
き
る
職
場
に
改
善
し
、
組
織
風

土
を
変
え
る
こ
と
が
第
一
歩
と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
組
織
文
化
や
風
土
改
革
の
進
捗
は
。

　
Ａ
　
職
員
の
自
主
的
対
話
を
通
じ
課
題

抽
出
を
実
施
。（
全
13
回
／
３
０
５
名
参

加
）
意
見
を
基
に
、
幅
広
い
構
成
の
策
定

委
員
会
を
設
け
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
方
針
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
Ｑ
　
職
員
対
話
で
の
主
な
課
題
は
。

　
Ａ
　
①
ル
ー
ル
徹
底
不
足
、②
報
連
相

不
足
で
一
人
で
業
務
を
抱
え
る
、③
他
部

署
と
の
連
携
不
足
、④
業
務
量
過
多
、⑤
人

事
異
動
で
知
識
が
活
か
せ
な
い
等
。

　
Ｑ
　
長
野
県
で
も
似
た
課
題
が
抽
出
さ

れ
、現
在
業
務
改
革
※
１「
か
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
推
進
中
。
参
考
に
し
て
は
。

　
Ａ
　
規
模
の
違
い
が
あ
り
そ
の
ま
ま
の

適
用
は
難
し
い
が
、
参
考
に
し
た
い
。

　
Ｑ
　
外
部
の
機
関
を
入
れ
る
考
え
は
。

　
Ａ
　
職
員
の
主
体
性
を
前
提
と
し
つ
つ
、

外
部
機
関
の
知
見
の
導
入
に
よ
る
改
善
策

の
具
体
化
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｑ
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
方
針
策
定
後

の
組
織
へ
の
浸
透
に
向
け
た
具
体
策
は
。

　
Ａ
　
策
定
経
過
を
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
等

で
可
視
化
し
意
見
を
募
る
。
実
施
計
画
に

は
行
動
変
容
を
促
す
仕
組
み
も
盛
り
込
む
。

　
Ｑ
　
内
部
統
制
強
化
策
は
。

　
Ａ
　
高
リ
ス
ク
の
業
務
か
ら
優
先
順
位

を
付
け
、
チ
ェ
ッ
ク
表
の
導
入
等
検
討
。

　
Ｑ
　
課
題
抽
出
後
の
次
の
一
手
は
。

　
Ａ
　
職
員
の
納
得
感
を
得
て
具
体
策
を

実
行
、
市
民
の
信
頼
回
復
を
目
指
す
。

小
さ
な
改
善
を
積
み
重
ね
職
員
対
話
を
重

視
し
、
実
効
性
あ
る
取
組
を
進
め
る
。

庁
内
の
組
織
風
土
改
革
を
急
ぎ
進
め
よ

政
友
ク
ラ
ブ
　大
竹

　真
千
子

お
お 

た
け
　
　  

ま 

　
ち 

　
こ

明
る
い
庁
舎
へ

無
所
属
ク
ラ
ブ
　髙
橋

　正

た
か 

は
し
　   

た
だ
し

政
友
ク
ラ
ブ
　大
竹
真
千
子

風通しの良い職場づくりに向け交流の場としても検討
中の旧食堂

※１　かえるプロジェクト（通称：かえプロ）：長野県が 2023 年に立ち上げた組織風土改革プロジェクトで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  県職員が「明るく、楽しく、前向きに」働ける職場づくりを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  目指す取り組みです。

市役所風土を改革せよ

各委員会　委員の紹介
大町市議会新体制大町市議会新体制

各委員会の新しい構成メンバーを紹介します。
この新体制で市の課題解決に取り組んでまいります！

総務産業委員会

中村 直人　堀　堅一　植松悠一郎　傳刀 健

栗林 陽一　〇西澤 和保　◎大和 幸久　中牧 盛登

社会文教委員会

髙橋 正　　小澤 悟　　二條 孝夫　　一本木秀章

宮田 一男　〇太田 昭司　◎大竹真千子　山本みゆき

チーム大町で市民の

声をキャッチしてい

きます！

◎中牧　盛登

〇宮田　一男

　二條　孝夫

　一本木秀章

　中村　直人

　大竹真千子

　大和　幸久

議会運営委員会

◎中村　直人

〇西澤　和保

　植松悠一郎

　傳刀　　健

　太田　昭司

　宮田　一男

　中牧　盛登

　髙橋　　正

情報化推進特別委員会

◎一本木秀章

〇小澤　　悟

　堀　　堅一

　栗林　陽一

　大竹真千子

　山本 みゆき

　二條　孝夫

　大和　幸久

臭気対策特別委員会

◎小澤　　悟

〇栗林　陽一

　植松悠一郎

　一本木秀章

　太田　昭司

　中村　直人

　大竹真千子

　大和　幸久

議会だより編集委員会

◎は委員長、〇は副委員長です。

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問
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︒



　
Ｑ
　
少
子
化
の
た
め
大
町
岳
陽
高
校

も
定
員
割
れ
と
な
っ
た
。
市
と
し
て
地
元

高
校
を
守
る
べ
く
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
地
元
高
校
を
守
る
た
め
、
連
携
の

強
化
が
大
事
。
中
高
連
携
教
員
を
市
費
で

配
置
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
観
点
か
ら

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
。
小
中
高
一
貫
し
た
連
携
体
制
の
も

と
、
不
登
校
や
支
援
が
必
要
な
生
徒
に
つ

い
て
は
、
高
校
進
学
後
も
見
守
り
を
続
け

る
た
め
、
必
要
な
相
談
や
支
援
を
提
供
す

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
応

援
体
制
の
構
築
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

　
Ｑ
　
進
学
を
保
証
す
る
公
営
塾
、
中
高

一
貫
校
、
ま
た
、
岳
陽
高
校
の
教
育
目
標

に
あ
る
国
際
化
な
ど
で
高
校
の
特
色
を
出

せ
な
い
か
。

　
Ａ
　
大
町
岳
陽
高
校
と
大
町
中
学
校

で
は
、
中
高
連
携
教
育
を
進
め
系
統
的
な

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。
中
高
一
貫
高
校

導
入
は
難
し
い
。
公
営
塾
に
関
し
て
は
運

営
体
制
、
運
営
費
用
及
び
財
源
確
保
な
ど

課
題
が
多
い
が
、
今
後
、
他
の
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。
国
際
化

に
つ
い
て
は
、
異
文
化
交
流
を
通
じ
た
人

材
育
成
を
推
進
、
市
と
し
て
国
際
化
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

　
Ｑ
　
大
町
市
は
教
育
環
境
が
非
常
に

整
っ
て
い
る
。
教
育
移
住
を
促
進
し
、
教

育
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
Ａ
　
山
村
留
学
等
を
促
進
し
、
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
体
験
を
通
し
て
、
都
市
の

児
童
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
。

　
Ｑ
　
令
和
６
年
産
の
高
騰
の
要
因
は
。

　
Ａ
　
米
の
高
騰
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や
政
府
の
政
策
、
農

業
情
勢
の
変
化
や
異
常
気
象
に
よ
る
天
候

不
順
な
ど
の
影
響
が
重
な
り
、
主
食
用
米

の
供
給
量
が
需
要
に
対
し
ひ
っ
迫
す
る
状

況
と
な
り
、
結
果
、
価
格
の
上
昇
と
な
る
。

来
年
か
ら
の
米
対
策
は

　
Ｑ
　
農
業
の
安
定
し
た
経
営
を
確
立
で

き
る
の
か
。

　
Ａ
　
今
年
は
市
場
価
格
と
農
家
が
出

荷
す
る
価
格
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

米
価
格
は
米
市
場
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に

よ
っ
て
決
定
し
、
市
場
価
格
は
そ
の
年
の

作
況
や
翌
年
の
作
付
け
を
見
通
し
、
様
々

な
市
場
参
加
者
の
取
引
集
合
体
に
よ
り
市

場
価
格
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
こ
数
年
の
異

常
気
象
な
ど
に
よ
り
、※
２
作
況
指
数
と
実

際
の
収
穫
量
の
差
が
大
き
く
、
米
不
足
の

要
因
と
な
り
、
今
年
の
米
不
足
を
引
き
起

こ
し
た
。
農
林
水
産
省
は
作
況
指
数
を
廃

止
し
、※
３

収
穫
量
調
査
に
変
更
。
ま
た
、

政
府
は
米
価
格
高
騰
の
要
因
を
検
証
し
、

米
の
生
産
仰
制
か
ら
増
産
へ
転
換
す
る
方

針
を
示
し
、
増
産
に
よ
り
価
格
が
下
落
し

た
場
合
の
農
家
へ
の
所
得
補
償
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
来
年
夏
こ
ろ
ま
で
に
集
約
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
地
域

の
農
業
生
産
の
安
定
や
農
業
所
得
の
確
保

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
国
や
県

の
動
向
や
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
、
適
時

適
切
な
検
討
を
し
て
い
く
。

　
Ｑ
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

予
算
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

　
Ａ
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
子
育
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
Ｑ
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
課
題
は
。

　
Ａ
　
昨
年
度
、
出
生
数
が
１
０
０
人
を

切
っ
た
。
最
重
要
課
題
は
少
子
化
対
策
で

あ
る
。

　
Ｑ
　
令
和
７
年
度
は
目
標
と
し
て
い
る

出
生
数
１
５
０
人
と
い
う
目
標
を
達
成
で

き
る
の
か
。

　
Ａ
　
現
時
点
で
は
相
当
難
し
い
。

　
Ｑ
　
子
ど
も
を
増
や
す
対
策
は
。

　
Ａ
　
安
心
し
て
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育

て
、
さ
ら
に
働
け
る
環
境
を
切
れ
目
な
く

総
合
的
に
整
え
る
。

　
Ｑ
　
出
産
祝
い
金
を
増
や
す
考
え
は
。

　
Ａ
　
現
時
点
で
増
額
す
る
考
え
は
無
い
。

　
Ｑ
　
当
市
で
子
育
て
し
た
い
と
思
え
る

事
業
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
Ａ
　
現
在
の
事
業
が
要
望
や
期
待
に
十

分
こ
た
え
て
い
る
内
容
か
、
費
用
に
対
し

効
果
が
あ
る
か
検
証
し
必
要
に
応
じ
て
、

事
業
の
見
直
し
等
を
検
討
す
る
。

部
活
動
地
域
展
開
の
成
功
に

は
指
導
者
を
増
や
す
事

　
Ｑ
　
部
活
動
地
域
展
開
の
進
捗
状
況

と
課
題
は
。

　
Ａ
　
基
本
方
針
及
び
推
進
計
画
を
作

成
。
課
題
は
指
導
者
の
確
保
や
事
務
事
業

の
担
い
手
不
足
、
保
護
者
の
費
用
負
担
が

あ
る
。

　
Ｑ
　
指
導
者
不
足
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
Ａ
　
協
力
隊
の
活
用
が
一
番
と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
芸
術
祭
期
間
中
の
市
の
通
常
業

務
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

　
Ａ
　
各
課
に
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う

職
員
数
の
割
り
振
り
を
行
っ
た
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
と
の
声

は
実
行
委
員
会
に
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
Ｑ
　
職
員
の
期
間
中
の
代
休
に
つ
い
て

８
週
間
以
内
に
取
得
で
き
た
人
数
と
取
得

で
き
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　
Ａ
　
代
休
を
付
与
さ
れ
た
延
べ
日
数
は

６
７
８
日
、
取
得
さ
れ
た
日
数
は
５
９
１

日
。
取
得
で
き
な
か
っ
た
87
日
分
は
時
間

外
手
当
で
支
給
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
国
か
ら
の
補
助
金
不
採
択
の
通
知

が
令
和
６
年
４
月
１
日
に
あ
っ
た
。
報
告

を
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。

　
Ａ
　
他
の
補
助
金
へ
の
申
請
や
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
寄
附
金
の
募
集
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
販
売
等
で
自
主
財
源
の
確

保
の
余
地
も
あ
っ
た
。
実
行
委
員
会
で
の

収
支
が
固
ま
っ
た
の
が
令
和
７
年
１
月
と

な
り
議
会
へ
の
報
告
が
３
月
議
会
と
な
っ

た
。
通
常
３
月
の
議
会
で
報
告
や
議
決
を

行
っ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
三
千
万
円
が
市
の
一
般
財
源
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
議
会
や
市
民
に

報
告
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
先
ほ
ど
も
述
べ
た
が
補
助
金
の
申

請
や
自
主
財
源
を
よ
り
多
く
確
保
で
き
る

余
地
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
補
助
金
の
採
択

状
況
を
そ
の
都
度
議
会
に
は
報
告
し
て
い

な
い
。
３
月
議
会
で
補
正
予
算
は
承
認
さ

れ
た
。

な
ぜ
議
会
に
報
告
を
し
な
か
っ
た
の
か

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る
べ
き

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団

　栗
林

　陽
一

く
り
ば
や
し
　 
よ
う
い
ち

市
民
ク
ラ
ブ

　小
澤

　悟

お
　
ざ
わ
　
　
さ
と
る

令
和
の
米
騒
動
は
ど
う
し
て
起
き
た

峻
嶺
会

　一
本
木

　秀
章

い
っ
ぽ
ん  

ぎ
　
　 

ひ
で 

あ
き

市
は
教
育
移
住
に
力
を
入
れ
よ

政
友
ク
ラ
ブ
　二
條

　孝
夫

に
じ
ょ
う
　
　  

た
か  

お

まち全体が教育に力を入れ、大町岳陽高校を応援しよう

５月末にはなかった米、６月 20 日には多量の米。どこか
ら出てきた

改修中の北部小学校

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
各
会
派
の
代
表
が
行
う

「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

不採択が決まった時点で報告を行うべきだったのでは
ないか

５月下旬 ――――――――→６月20日

※2　作況指数：作物の育ち具合や出来の良し悪しを数値で示したもの。米のふるい目が 1.7ｍｍ（現状は 1.85ｍｍ）
※3　米の収穫量調査：実際に収穫された米の量（生産量）を調査するもの。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒
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問
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Ｑ
　「
５
年
以
内
で
次
世
代
に
バ
ト
ン

を
繋
げ
る
か
が
勝
負
」
と
は
人
口
分
析
報

告
書
の
藤
山
先
生
の
言
葉
。
受
け
止
め
は
。

　
Ａ
　
45
年
で
人
口
の
半
分
以
上
が
減

少
。
安
定
化
に
は
毎
年
２
１
２
人
の
移
住

者
が
必
要
。

　
Ｑ
　
現
在
の
移
住
者
が
１
０
０
人
強
な

の
で
倍
の
目
標
だ
。
数
値
目
標
に
こ
だ
わ

る
挑
戦
的
な
態
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
早
急
に
数
値
目
標
に
向
か
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
ま
た
、
全
国
の

成
功
事
例
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
い
く
。

　
Ｑ
　
分
析
で
は
、
起
業
家
や
若
者
の
交

流
も
重
要
と
さ
れ
る
。
ど
う
進
め
る
か
。

　
Ａ
　
議
員
が
以
前
の
質
問
で
触
れ
た
塩

尻
市
の
　
　「
ス
ナ
バ
」
を
参
考
に
交
流
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
他
、
次
世
代
の
ま
ち

づ
く
り
人
材
を
育
て
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
。

　
Ｑ
　
先
日
、
全
小
中
学
校
の
先
生
達
の

勉
強
会
　
　「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
委
員
会
」
に
参
加
し
、
熱
気
あ
る

議
論
に
圧
倒
さ
れ
た
。
全
国
に
も
例
が
無

い
教
育
の
取
り
組
み
と
の
こ
と
で
、
市
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
は
。

　
Ａ
　
広
報
お
お
ま
ち
で
の
発
信
に
加
え
、

当
市
の
魅
力
と
し
て
移
住
施
策
へ
の
情
報

提
供
、
講
演
会
の
開
催
等
も
検
討
し
た
い
。

　
Ｑ
　
学
校
再
編
に
あ
た
っ
て
、
徒
歩
通

学
で
の
交
通
安
全
を
心
配
す
る
声
を
多
く

聞
く
。
子
供
達
の
安
全
の
た
め
、
通
学
路

を
定
め
歩
道
の
整
備
等
を
行
え
な
い
か
。

　
Ａ
　
学
校
再
編
に
伴
い
、
推
奨
の
登
校

ル
ー
ト
を
示
し
、
不
安
解
消
に
努
め
た
い
。

　
Ｑ
　
学
校
か
ら
の
報
告
書
で
は
、
不
登

校
の
生
徒
の
う
ち
、
１
件
だ
け
が
い
じ
め

に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
当
事
者
で

あ
る
先
生
や
学
校
の
調
査
報
告
な
ど
到
底

信
じ
ら
れ
な
い
が
ど
う
か
。

　
Ａ
　
昨
年
度
、
不
登
校
に
い
じ
め
が
関

係
し
て
い
る
事
案
は
確
か
に
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
早
期
解
決
に
努
め
る
。

　
Ｑ
　
先
生
や
教
育
委
員
会
に
相
談
し

て
も
、
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
感
じ
る
生

徒
や
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
文
科
省
の
勧

め
る
警
察
へ
の
い
じ
め
被
害
相
談
を
推
進

す
べ
き
だ
。
更
に
は
、
警
察
に
学
校
内
の

見
回
り
の
協
力
を
依
頼
す
べ
き
だ
。

　
Ａ
　
い
じ
め
に
対
す
る
早
期
対
応
は
問

題
解
決
の
た
め
重
要
だ
。
昨
年
度
は
こ
の

事
態
に
、
保
護
者
の
合
意
の
下
で
警
察
に

相
談
し
て
、
事
態
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
現
状
で
は

警
察
の
見
回
り
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
。
学
校
か
ら
の
要
望
も
現
在
の
と
こ
ろ

無
い
。

山
火
事
に
つ
い
て
自
衛
隊

と
の
協
定
が
必
要
だ

　
Ｑ
　
消
火
作
業
を
担
う
大
型
ヘ
リ
の
受

け
入
れ
に
は
、
取
水
点
で
あ
る
木
崎
湖
や

青
木
湖
な
ど
、
地
元
と
協
力
体
制
を
作
る

べ
き
だ
。

　
Ａ
　
取
水
点
の
協
力
協
定
に
は
緊
急

時
の
対
応
に
つ
い
て
、
事
前
に
協
議
を
行

い
、
理
解
と
協
力
を
頂
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
芸
術
祭
の
財
源
で
あ
る
３
千
万
円

の
補
助
金
が
、
不
採
択
に
な
っ
た
ま
ま
開

催
を
迎
え
、
翌
年
３
月
に
や
っ
と
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
た
。
速
や
か
に
報
告
す
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
Ａ
　
普
段
か
ら
３
月
に
対
応
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
４
月
１
日
時
点
で
３
千
万
円
の
歳

入
減
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
報

告
の
必
要
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
Ａ
　
収
支
が
固
ま
っ
た
の
が
翌
年
１
月
。

そ
の
直
近
の
議
会
に
報
告
し
た
。

　
Ｑ
　
収
支
が
固
ま
ら
な
く
て
も
３
千
万

円
の
収
入
減
は
確
定
し
て
い
た
が
。

　
Ａ
　
普
段
か
ら
３
月
補
正
で
対
応
し
て

い
る
。

　
Ｑ
　
複
数
の
他
自
治
体
議
員
や
職
員

に
聞
い
て
み
た
が
、
ま
ず
は
議
会
に
相
談

は
す
る
と
い
う
の
が
大
筋
の
返
答
で
あ
っ

た
。

　
Ａ
　
逐
一
報
告
す
る
の
は
合
理
的
で
は

な
い
。

　
Ｑ
　
し
き
り
に
オ
ー
ル
大
町
と
言
っ
て

い
た
が
情
報
共
有
は
必
要
な
か
っ
た
の
か
。

　
Ａ
　
そ
こ
ま
で
の
情
報
共
有
の
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
た
。

　
Ｑ
　
一
般
財
源
が
割
り
当
て
ら
れ
、
市

民
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
が
。

　
Ａ
　
ふ
る
さ
と
納
税
も
活
用
し
た
。
そ

れ
が
確
定
し
た
の
が
年
度
の
終
わ
り
。

　
Ｑ
　
ベ
ス
ト
の
対
応
で
あ
っ
た
か
。

　
Ａ
　
適
切
な
対
応
で
あ
っ
た
。

　
Ｑ
　
連
続
す
る
不
祥
事
へ
の
対
応
は
。

　
Ａ
　
新
た
な
指
針
の
策
定
や
体
制
の
見

直
し
な
ど
個
別
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
内
部
対
策
を
行
っ
て
も
不
祥
事
が

連
続
し
て
い
る
。
内
部
対
策
で
改
善
が
図

れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
者
委
員
会
を

設
置
し
て
、
外
部
か
ら
の
客
観
的
な
観
点

か
ら
不
祥
事
の
検
証
を
行
う
こ
と
が
、
信

頼
回
復
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
現
在
は
、
第
三
者
委
員
会
に
よ
る

検
証
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
ず
内
部
の
取

り
組
み
を
行
い
、
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ

た
段
階
で
必
要
が
あ
れ
ば
、
第
三
者
委
員

会
等
の
設
置
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

　
Ｑ
　
内
部
の
検
証
と
改
善
策
で
は
効
力

を
発
揮
し
て
い
な
い
の
で
、
連
続
し
て
不

祥
事
が
起
き
て
い
る
。
客
観
的
に
検
証
す

る
第
三
者
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
指
針
を
つ
く

る
過
程
で
、
有
識
者
の
声
を
聞
き
、
必
要

に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
た
い
。

地
震
災
害
へ
の
対
応
と
課
題

　
Ｑ
　
災
害
対
応
時
の
ト
イ
レ
確
保
は
。

　
Ａ
　
想
定
す
る
避
難
者
に
対
し
て
、
概

ね
充
足
し
て
い
る
。

　
Ｑ
　
各
地
で
の
被
災
地
支
援
の
経
験
か

ら
、
ト
イ
レ
カ
ー
の
配
備
は
災
害
時
に
有

効
と
考
え
る
が
、
配
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

　
Ａ
　
災
害
時
を
含
め
様
々
な
場
面
で
活

用
で
き
る
が
、
費
用
面
な
ど
検
討
す
る
。

第
三
者
委
員
会
設
置
で
信
頼
回
復
を

不
登
校
が
93
名
異
常
事
態
だ

堀

　堅
一

ほ
り
　
　
け
ん
い
ち

市
民
の
負
担
が
３
千
万
円
増
加
し
た

無
所
属
ク
ラ
ブ

　植
松

　悠
一
郎

う
え 

ま
つ
　
　 

ゆ
う
い
ち
ろ
う

出
生
数
87
人
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
は 学校で何が起きているのか。不登校生徒激増の責任は

どこにある七五三の様子。子供達は地域の宝

市の総合計画では、「市民に開かれた市政を目指す」とのこと
　　　　　　　　　　　　　　　　（第５次総合計画より抜粋）

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団

　宮
田

　一
男

み
や  

た
　
　
　
か
ず 

お

※4　「スナバ」：塩尻市が設置した官民連携の交流拠点。起業や地域づくりに関心のある若者が集い、
　　  情報交換や企画立案を行う場で、地域活性化のモデルとして注目されている。
※5　カリキュラムマネジメント推進委員会：指導方針や教育課程の改善に向けて協議・研究を行う会議。
　　  学校間の連携を深め、地域に応じた教育の充実を図ることを目的としている。

政
友
ク
ラ
ブ
　中
村

　直
人

な
か 

む
ら
　
　 

な
お  

と

諏訪市で実施のイタリア式避難所訓練時に展示された
仮設トイレ

※
４

※
５

199号（ 2025年８月 ）199号（ 2025年８月 ）

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
意
見
交
換
会

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
議
場
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
欄
は
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒



　
Ｑ
　
大
町
市
の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
人
へ
の
支
援
の
課
題
は
何
か
。

　
Ａ
　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
、
自
ら

の
役
割
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
の
提
供
、
そ

し
て
、
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
や
ご
家
族
と

の
信
頼
関
係
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
支
援
者
の
人
材
確

保
や
ス
キ
ル
向
上
も
課
題
で
あ
る
。

　
Ｑ
　
ひ
き
こ
も
り
が
長
期
化
す
る
ケ
ー

ス
で
は
、
す
で
に
当
事
者
が
何
度
か
支
援

を
受
け
る
中
で
誤
解
や
不
信
感
を
抱
い
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
専
門
家

や
他
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
（
訪
問
支
援
）
等
の
重
層
的
支
援
体
制

が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
県
ひ
き
こ
も

り
セ
ン
タ
ー
等
の
助
言
や
同
行
訪
問
等
も

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
支
援
者
の
ス
キ
ル

向
上
と
と
も
に
、
ま
い
さ
ぽ
大
町
、
大
北

圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
重
層
的
支
援
体
制
の

強
化
も
必
要
と
考
え
る
。

　
Ｑ
　
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
ご
家
族
が

同
じ
悩
み
を
共
有
で
き
る
家
族
同
士
の
交

流
は
大
変
に
心
強
い
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
よ
う
な
「
家
族
会
」
の
発
足
を
ぜ
ひ
後

押
し
で
き
な
い
か
。

　
Ａ
　
先
日
、
市
と
大
町
保
健
福
祉
事
務

所
が
連
携
し
、
家
族
会
「
ど
じ
ょ
っ
こ
の

会
」
が
発
足
し
た
。
今
後
、
県
ひ
き
こ
も

り
セ
ン
タ
ー
、
ま
い
さ
ぽ
大
町
、
保
健
師

等
が
参
加
し
意
見
交
換
会
を
行
う
。

　
Ｑ
　
大
町
市
で
は
重
大
な
不
祥
事
が

連
続
し
て
起
こ
る
中
、
課
長
級
職
が
送
検

さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
市
長
が
自
ら
の

処
分
を
適
切
に
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
、
要
因
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　
Ａ
　
令
和
５
年
度
に
起
き
た
事
件
は
、

様
々
な
観
点
か
ら
処
分
し
て
い
る
。
セ
ク

ハ
ラ
事
件
は
、
検
討
の
結
果
、
理
事
者
に

は
責
任
は
及
ば
な
い
と
の
観
点
か
ら
、
市

長
の
処
分
は
無
い
。

　
Ｑ
　
令
和
５
年
６
月
女
団
連
と
の
懇
談

会
で
、「
市
職
員
か
ら
「
あ
の
二
人
は
不

倫
だ
っ
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
人
が
い
て
残

念
だ
。
市
長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
」

と
問
わ
れ
、
市
長
は
「
事
実
か
ら
申
す
と
、

２
人
は
同
じ
職
場
だ
っ
た
。
私
は
カ
ン
で

言
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
が
ど
う
い
う
わ

け
か
、
不
倫
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
っ
て

い
う
の
は
…
不
倫
な
ん
て
言
葉
は
１
回
も

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
発
言
。
令
和
６

年
５
月
、
被
害
女
性
職
員
は
市
長
に
こ
の

不
倫
発
言
に
対
し
「
市
長
に
こ
う
い
う

ワ
ー
ド
を
並
べ
ら
れ
る
と
、
知
ら
な
い
人

は
「
不
倫
関
係
だ
っ
た
」
と
連
想
す
る
。

世
間
で
は
、
不
倫
と
い
う
誹
謗
中
傷
が
す

ご
い
中
で
耐
え
て
仕
事
を
し
て
い
る
。「
な

ん
で
確
か
め
も
せ
ず
、
公
の
場
で
こ
う
い

う
発
言
を
す
る
の
か
」
と
直
接
抗
議
し
て

い
る
。
市
長
は
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
き

た
の
か
。市
長
が
真
相
究
明
し
て「
風
評
」

を
流
し
た
人
物
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ａ
　
決
し
て
不
倫
と
い
う
言
葉
は
つ

か
っ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
う
考
え
て
い
る
。

Ｒ
８
年
度
か
ら
の
給
食
無
償

化
に
向
け
た
市
の
取
組
み
は

　
Ｑ
　
政
府
の
方
針
で
、
令
和
８
年
度
か

ら
小
学
校
給
食
無
償
化
が
始
ま
る
が
中

学
校
へ
の
対
応
は
。

　
Ａ
　
全
国
市
長
会
で
も
目
的
の
明
確
化

や
国
費
で
の
措
置
を
求
め
た
決
議
を
し
て

い
る
。
中
学
校
へ
の
拡
大
も
国
の
方
針
を

注
視
し
速
や
か
に
対
処
し
て
行
き
た
い
。

子
育
て
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

　
Ｑ
　
移
住
定
住
者
や
若
者
・
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
策
が
将
来
の
大
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
鍵
と
な
る
が
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

含
め
た
市
の
考
え
方
は
。

　
Ａ
　
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
重
要
。「
子
育

て
す
る
な
ら
大
町
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
施
策
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
Ｑ
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
た
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
と
手
続
き

の
一
体
化
は
い
つ
実
現
す
る
の
か
。

　
Ａ
　
組
織
体
制
の
見
直
し
や
Ｄ
Ｘ
化
も

含
め
、
サ
ー
ビ
ス
一
体
化
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

自
治
会
等
と
連
携
し
危
険
な

空
家
の
調
査
と
改
善
を

　
Ｑ
　
自
治
会
等
か
ら
危
険
空
家
改
善

の
要
望
が
あ
る
が
把
握
と
対
策
は
。

　
Ａ
　
勧
告
に
て
解
体
に
至
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
自
治
会
等
と
連
携
し
引
き
続
き

実
態
把
握
と
家
主
へ
の
改
善
指
導
等
を
行

う
。

給
食
無
償
化
や
子
育
て
施
策
は

市
長
は
職
員
の
人
権
を
守
れ

無
所
属
ク
ラ
ブ

　大
和

　幸
久

お
お  

わ
　
　   

よ
し 

ひ
さ

ひ
き
こ
も
り
は
「
50
人
に
１
人
」

太
田

　昭
司

お
お 

た
　
　 

し
ょ
う 

じ

若者世代や子育て世代への支援策が将来の大町市の
カギを握る

その場しのぎの言い逃れは通用しない

政
友
ク
ラ
ブ

　西
澤

　和
保

に
し
ざ
わ
　
　  
た
か  

ほ

　
令
和
７
年
５
月
23
日
（
木
）
市
役
所
西

会
議
室
に
て
、
大
町
地
区
の
自
治
会
長
と

市
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、

・ 

自
治
会
の
運
営
負
担
を
ど
う
軽
減
し

て
い
く
か

・ 

防
犯
灯
の
設
置
・
管
理
に
関
す
る
補

助
金
の
あ
り
方

・ 

自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と
の「
メ
リ
ッ

ト
」
を
ど
う
考
え
る
か

と
い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
自
治
会

長
や
議
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
自
治
会
の
負
担
軽
減
で
は
「
会
議
参
加

の
簡
素
化
」や「
役
員
負
担
の
軽
減
」な
ど
、

実
務
的
な
工
夫
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
防
犯
灯
の
設
置
で
は
、
単
な
る
照
明
の

問
題
で
は
な
く
「
地
域
の
安
心
・
安
全
を

守
る
公
的
な
役
割
」
と
し
て
、
行
政
支
援

の
在
り
方
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
会
加
入
の
意
義
に
つ
い
て

は
、「
地
域
の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
」
や
「
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う

な
工
夫
」
が
必
要
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
私
た
ち
議
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
率

直
な
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後

の
提
言
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
声
が
、
よ
り
よ
い
大
町
市
を

つ
く
る
原
動
力
で
す
。
今
後
と
も
、
自
治

会
・
議
会
・
行
政
で
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
意
見
交
換
会
等

も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

意見交換会の様子

大
町
地
区 

自
治
会
長
と

　
　
　 

市
議
会
議
員
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
交
換
会

大
町
地
区 

自
治
会
長
と

　
　
　 

市
議
会
議
員
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
交
換
会

ひきこもり当事者に寄り添った重層的支援体制の
構築が急がれる

次
ペ
ー
ジ
は
、
追
跡
リ
ポ
ー
ト
と
常
任
委
員
会
審
査
報
告

199号（ 2025年８月 ）199号（ 2025年８月 ）

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
︒



議
案
第
��
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

■
結
果

　賛
成
多
数
で
可
決

議案の概要

市
役
所
等
の
照
明
設
備
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

設
備
に
改
修
す
る
た
め
の
工
事
で
あ
る
︒

調
査
か
ら
進
捗
管
理
業
務
ま
で
︑
一
括

発
注
方
式
で
実
施
す
る
︒

　
Ｑ
　
工
事
内
容
は
。

　
Ａ
　
電
灯
の
数
は
、
合
計
１
７
３
４
基
で
あ
る
。
電

灯
の
種
類
で
単
価
が
異
な
り
、
当
初
調
査
の

内
容
で
積
算
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
応
札
だ
。

　
Ｑ
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、説
明
を
。

　
Ａ
　
早
期
使
用
開
始
と
利
用
者
へ
の
配
慮
、
経
費
の

縮
減
、
環
境
へ
の
配
慮
の
３
点
で
提
案
い
た
だ

き
そ
れ
に
基
づ
い
た
評
価
を
行
っ
た
。

　
Ｑ
　
情
報
漏
え
い
は
な
い
か
。

　
Ａ
　
あ
ら
か
じ
め
上
限
価
格
を
示
し
て
い
る
た
め

漏
え
い
は
無
い
。

委
員
会
審
査

　
Ｑ
　
非
常
に
高
額
で
、
適
正
か
判
断
し
づ
ら
い
複
数
年
契

約
で
は
、
よ
り
判
断
が
難
し
く
な
る
。
ど
う
対
応
す
る
か
。

　
Ａ
　
商
習
慣
上
、
継
続
契
約
し
た
方
が
よ
い
と
判
断
さ
れ

る
も
の
は
こ
の
中
で
網
羅
し
て
い
く
。
情
報
系
の
シ
ス
テ
ム

が
多
く
な
る
見
込
み
。
社
会
情
勢
、
単
価
の
変
動
が
見
込
ま

れ
る
も
の
は
、
単
年
度
契
約
が
よ
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
都

度
協
議
・
調
整
を
す
る
。

議
案
第
��
号

　
大
町
市
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
結
果

　全
会
一
致
で
可
決

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
用
許
諾
契
約
を

追
加
す
る
た
め
の
条
例
改
正

議案の概要

新
た
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
使
用
許
諾
契
約
を
追

加
す
る
た
め
の
条
例
改
正
だ
︒
こ
の
契
約
は
︑

商
習
慣
上
︑
複
数
年
に
わ
た
っ
て
締
結
す
る
こ

と
が
一
般
的
な
契
約
で
あ
り
︑
そ
の
契
約
の
性

質
上
︑
翌
年
度
以
降
に
わ
た
り
契
約
を
し
な
け

れ
ば
事
務
の
取
り
扱
い
に
支
障
が
あ
る
こ
と
︑

実
施
期
間
中
に
契
約
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
可

能
性
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
︑
長
期
継
続
契
約

と
す
る
も
の
︒

委
員
会
審
査

議
案
第
��
号

　
令
和
７
年
度
大
町
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

■
結
果

　全
会
一
致
で
可
決

市
内
３
保
育
園
、

遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

議案の概要

は
な
の
き
、
く
る
み
、
あ
す
な
ろ
保
育
園

の
遊
戯
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
も

の
。

　
Ｑ
　
今
回
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
保
育
園
以
外
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
は
。

　
Ａ
　
今
回
の
３
園
は
児
童
が
50
名
以
上
い
る
こ
と

か
ら
、
地
震
等
の
際
に
は
多
く
の
児
童
を
遊
戯
室
に

集
め
て
安
全
確
認
等
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

３
園
の
遊
戯
室
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
小

規
模
な
園
で
は
、
全
て
の
各
ク
ラ
ス
に
エ
ア
コ
ン
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
安
全
確
認
等
の
際
に
は
各

ク
ラ
ス
で
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員
会
審
査

６

市
役
所
等
照
明
設
備
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
改
修
工
事

どう

　なった？どう

　なった？

質問

答弁

質問

答弁

どう

　なった？どう

　なった？

どう

　なった？どう

　なった？

施設維持には受益者負担も必要
令和６年12月定例会の一般質問

適正な受益者負担も必要

行政費用の節減と市民サービスの公平かつ

適正な受益者負担の検討も必要な時期である。

施設使用料等の見直しを行う

施設管理コスト検討の時期である。

使用料改定等の検討を審議会で協議・検討を進める。

令和５年９月定例会の一般質問

ヒアリングループの設置を

難聴者が様々な集まりに参加しやすいように

ヒアリングループを設置すべきだ。

検討していきたい

難聴の方の福祉の向上や利用しやすい施設整備

を図るうえで効果があると認識している。

公共施設に
※６ヒアリングループの設置を

補聴器購入助成制度の実現を
令和４年９月定例会の一般質問

議会の意見書を真摯に
受け止めよ

難聴者対策としての補聴器購入費助成に

ついて、次年度予算に計上できないか。

他制度との整合性を考え検討する

高齢者の難聴が解消されることは認知症の

予防などの効果が期待される。導入を検討する。

条例案を９月議会に

提出する見込み

実施要望が来ていない

令和５年度より実施

宮田　一男

栗林　陽一

西澤　和保

進行中

検討中

実施済

質問

答弁

一般質問で「検討する」と答弁があった

あの質問。その後の進捗はどうなって

いるのか追跡調査します。

諮問機関からの答申を受け、維持管理コスト

を見据えた適正な使用料の見直しを検討中

で、９月議会に施設利用等の規定に関する条

例案を提出する予定である。

現在、公民館などにヒアリングループ設置の

要望が上がっていない。今後福祉課と連携し

市民団体等から要望があれば対応をしていく。

令和５年度実績、45件の134万円。令和６年

度56件の166万円の実績で、他自治体にも誇

れる実績である。

経費の節減は当然！

施設維持には使用料の

適正な負担にもご理解を

今後、団体などから

要望があれば速やかに

対応を進めて欲しい。

長年の取り組みで実現

し、市民からは大変喜

ばれています。

あの質問は

どうなった？
あの質問は

どうなった？
追跡リポート

用語解説　 ※６ ヒアリングループ：難聴者の聞こえを支援する設備
次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

199号（ 2025年８月 ）199号（ 2025年８月 ）

　

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ　
　

本
会
議
で
議
案
の
提
案
⬇
各
常
任
委
員
会
に

付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）⬇

　委
員
会
審
査

　⬇
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
⬇
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

主な審議案件の審議内容を掲載します



◇全会一致で承認・同意・可決・採択された案件

◇賛否が分かれた案件
議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

議 案 番 号 等 案　　　件 結　果

報 告 第 ５ 号 専決処分の報告について 
専第７号　大町市税条例の一部を改正する条例 承認

報 告 第 ６ 号 専決処分の報告について 
専第８号　大町市都市計画税条例の一部を改正する条例 承認

報 告 第 ７ 号 専決処分の報告について 
専第９号　大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認

報 告 第 ８ 号 専決処分の報告について 
専第 10 号　令和６年度大町市一般会計補正予算（第１０号） 承認

報 告 第 ９ 号 専決処分の報告について 
専第 11 号　令和６年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第６号） 承認

報告第 10 号 専決処分の報告について 
専第 12 号　令和６年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 承認

報告第 11 号 専決処分の報告について 
専第 13 号　令和６年度大町市水道事業会計補正予算（第６号） 承認

報告第 12 号 専決処分の報告について 
専第 14 号　令和６年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第５号） 承認

報告第 13 号 専決処分の報告について 
専第 15 号　令和６年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第４号） 承認

議案第 36 号 監査委員の選任について 同意
議案第 38 号 大町市長期継続契約に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第 39 号 大町市ケーブルテレビ放送事業に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第 40 号 大町市定住促進住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第 41 号 大町市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第 42 号 令和７年度大町市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 43 号 大町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第 44 号 大町市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例及び大町市の議会の
議員及び長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第 45 号 令和７年度大町市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議事第 ２ 号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求め
る意見書 原案可決

議事第 ３ 号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書 原案可決

陳情第 ３ 号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求め
る意見書提出について 採択

陳情第 ４ 号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書提出について 採択

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無

結
果

田
宮

　

男
一

林
栗

　

一
陽

和
大

　

久
幸

橋
髙

　
正 郎

一
悠
松
植

牧
中

　

登
盛

澤
小

　
悟 き

ゆ
み
本
山

子
千
真
竹
大

村
中

　

人
直

澤
西

　

保
和

條
二

　

夫
孝

章
秀
木
本
一

刀
傳

　
健

田
太

　

司
昭

堀
　

一
堅

議案第37号 工事請負契約の締結について 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議

長

〇 〇 原案可決

陳情第１号 松糸道路Ｃルートに対する大町市の考え方の根拠を明らかに
することを求める陳情 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第２号 北アルプス国際芸術祭 2024 について、国庫補助金（３千万円）
不交付のまま強行実施した責任と経緯の検証を求める陳情 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

松
糸
道
路
Ｃ
ル
ー
ト
に
対
す
る
大
町
市
の
考
え
方
の

根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

高
規
格
道
路
は
市
の
未
来
に
お
け
る

市
民
の
大
き
な
希
望

昨
年
の
説
明
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
８
１
件
。
建
設
反
対

の
方
は
４
名
。
な
の
で
、
陳
情
に
は
反
対
だ
。（
堀
堅
一
）

建
設
推
進
へ
の
理
解
も
進
み
つ
つ
あ
る

市
の
考
え
方
は
、
昨
年
十
一
月
議
会
全
員
協
議
会
の
公
の

場
で
示
さ
れ
議
会
と
し
て
疑
義
を
抱
く
も
の
で
は
な
い
。

（
西
澤
和
保
）

陳
情
第
１
号

原
案
に
反
対

松
糸
道
路
は
な
ぜ
Ｃ
ル
ー
ト
に
決
定
さ
れ
た
の
か

決
定
に
至
る
過
程
で
示
さ
れ
た
「
大
町
市
の
考
え
方
」
の

根
拠
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
に
示
す
こ
と
は
必
要
。（
宮
田
一
男
）

意
思
決
定
の
過
程
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る

Ｃ
ル
ー
ト
帯
に
決
定
し
た
大
町
市
の
考
え
方
の
経
緯
を
含

め
て
、
市
民
に
説
明
を
行
う
べ
き
だ
。（
栗
林
陽
一
）

ル
ー
ト
選
定
に
疑
問

景
観
へ
の
評
価
を
せ
ず
、
最
も
補
償
金
が
取
れ
る
Ｃ
ル
ー

ト
が
最
適
と
決
定
。Ｃ
ル
ー
ト
先
に
あ
り
き
の
説
明
会
を

し
て
も
、
住
民
は
納
得
し
な
い
。（
大
和
幸
久
）

原
案
に
賛
成

１
社
随
意
契
約
の

公
正
性
は

随
意
契
約
は
恣
意
的
に
契

約
の
相
手
方
や
内
容
を
決

め
る
危
険
が
あ
り
限
定
さ

れ
る
。
選
定
の
指
標
明
確

化
、
合
理
性
の
説
明
が
必

要
。（
大
和
幸
久
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て 議

案
第
��
号

原
案
に
反
対

契
約
方
法
に
問
題
は

見
当
た
ら
な
い

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
契

約
に
何
ら
疑
義
も
な
く
、
行

う
べ
き
事
業
は
着
実
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
西
澤
和
保
）

原
案
に
賛
成

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０
２
４
に
つ
い
て
︑
国
庫
補
助
金

︵
３
千
万
円
︶
不
交
付
の
ま
ま
強
行
実
施
し
た
責
任
と
経
緯
の

検
証
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
２
号

前
提
と
し
て
違
法
性
が
無
い

市
民
・
議
会
尊
重
の
原
則
は
理
解
す
る
が
、
新
た
な
補
助
金

の
取
得
に
動
い
て
い
た
事
等
も
踏
ま
え
、
求
め
る
措
置
は
過

大
。（
中
村
直
人
）

明
確
な
﹁
目
的
﹂
と
﹁
信
念
﹂
を

持
っ
て
開
催

国
の
補
助
金
な
ど
な
く
と
も
、
芸
術
祭
の
開
催
意
義
は
全
く

揺
ら
ぐ
も
の
で
は
な
い
。（
太
田
昭
司
）

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

国
補
助
金
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら

補
填
は
異
常

国
庫
補
助
金
不
交
付
を
市
民
に
知
ら
せ
、
そ
の
時
点
で
芸
術

祭
開
催
形
態
を
検
討
す
べ
き
で
あ
っ
た
。（
宮
田
一
男
）

補
助
金
な
し
で
芸
術
祭
を
開
催
し
た

経
緯
の
説
明
を

補
助
金
の
交
付
が
不
採
択
だ
と
分
か
っ
た
時
点
で
、
議
会
・

市
民
に
報
告
が
無
か
っ
た
の
は
問
題
だ
。（
栗
林
陽
一
）

架
空
の
予
算
計
上

国
の
補
助
金
が
出
な
い
の
に
、
３
千
万
円
で
る
と
偽
り
の
予

算
を
計
上
し
承
認
さ
せ
た
。
一
連
の
不
祥
事
に
匹
敵
す
る
重

大
問
題
だ
。（
大
和
幸
久
）

199号（ 2025年８月 ）199号（ 2025年８月 ）

６月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのか、なぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

令和７年５月臨時会および６月定例会         

提出案件の審議結果

〔 訂正とお詫び 〕令和７年５月１日に発行しました「市議会だより198号」にて掲載内容に誤りがございました。誤解を招くこととなり、市民の皆
様には深くお詫び申し上げますとともに下記のとおり訂正させていただきます。

　　　　　　　　198号12ページ中段　議案の概要　3行目
　　　　　　　　誤：文化振興費について３千万円減額の補正となった。　　正：文化振興費について、一般財源から３千万円を補填した。



次回９月定例会予定

傍聴にお越しの際は

○開　　会  ８月26日(火)午前10時～

○一般質問  ９月 ３日(水) ～９月５日(金)

○最 終 日  ９月18日(木)午前10時～　討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟２階の議会事務局で

　申込書をご記入ください。

　ま
た
暑
い
夏
が
や
っ
て
く

る
。
西
小
学
校
の
桜
も
、
新

緑
に
色
付
き
子
ど
も
た
ち
の

良
い
木
陰
に
な
っ
て
い
る
。

色
々
な
事
が
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
の
世
界
で
、
市
議

会
だ
よ
り
も
、
市
民
が
手
に

取
っ
て
読
み
た
く
な
る
広
報

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
編
集
委
員
長
と
し
て
広
報

の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え
た

い
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長 

小
澤
悟
）

議会だより編集委員【委員長】　小澤悟　【副委員長】　栗林陽一
　　　　　　　　　  【委　員】　一本木秀章　太田昭司　中村直人　大竹真千子　植松悠一郎　大和幸久

199号（ 2025年８月 ）

1 9 9 号

議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも見ることができます

表紙写真｜

子どもが覗くおおまち

画像提供者：小澤編集委員（右）
　　　　　　植松編集委員（左上）
　　　　　　太田編集委員（左下）

表紙の写真を募集します！

特集　大町市議会新体制 …………2 ～ 4 ページ
　　　委員会審査報告 ……………… 13 ページ
みんなのひろば ………………………… 16 ページ

令和７年８月１日発行
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Vo l .30
新社会人のみなさん
❶ 将来の夢
❷ 初任給の使い道
❸ 大町の好きなところ

議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は新社会人のみなさんにインタビューしました。

❶地域の方に信頼される行員になりたい。将来は海外
に進出する企業の支援等、国際関連の仕事をしてみ
たいです。
❷両親を旅行につれていって、恩返しをしたいと思い

ます。
❸先日、青木湖のao LAKESIDE 

CAFEに行きました。カフェ
から見る湖と山が美しかった
です。登山にもチャレンジし
てみたいです。

八十二銀行　大町支店

田村　果歩 さん
た  むら　　   か   ほ

❶土木施工管理士一級を取得し、大規模な工事の責任
者になりたいです。
❷好きなブランドの靴を買った

り、祖父母へのプレゼントを
買ったりしました。
❸一番は、山がきれいな事。次

に白馬が近くて、趣味のス
ノーボードが楽しめること。

金森建設株式会社

宮田　桜太朗 さん
みや  た　　  さく た  ろう

❶工場の現場で働くこと。今現場で働いて夢が叶っ
たが現場の厳しさを知りました。新しい夢として
一人でもっと仕事をできるようになりたいです。
❷一人暮らしをするために貯金をしています。

❸景色が良い所。特に少し雪
が残っている北アルプス。

なかむら　  なつ み

株式会社レゾナック・グラファイト・ジャパン
大町事業所

中村　夏実 さん

❶薬剤師になったがまだまだ経験が少ない。より一層
勉強をして一人前の薬剤師になりたいです。
❷貯金と、家族で食事をしました。
❸東京の大学に入学したが、下宿先は大きな通りに面

していて、一日中音がうるさ
かった。大町市は夜も静かで生
活がしやすいところ。

おおつか　    こ　ゆ　き

大北保険薬局事業協同組合
れんげ薬局

大塚　幸夢希 さん


